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センサス実施年 1955年 1965年 1976年2） 1997年 2007年
97/07年
変化率（％）




小計 146,375 256,429 307,092 308,006 268,989 -12.7
個人 133,685 248,555 … 282,204 242,274 -14.1




小計 4,707 2,228 4,232 8,486 11,485 35.3
公共機関 621 369 809 717 344 -52.0
改革部門 … 2,250
株式会社・有限会社 … … … 6,655 10,038 50.8
その他（宗教団体、学校等） 2,115 1,605 948 838 665 -20.6













小計 20,750,721 1,817,081 16,541,089 13,000,411 -21.4
個人 17,775,530 … 13,020,124 11,096,150 -14.8
遺産・継承 2,975,191 … 3,520,965 1,771,110 -49.7
共有地の個人利用 … … 133,151
法
人
小計 98,934,098 10,606,484 9,961,275 17,442,800 75.1
公共機関 31,957,413 1,901,778 1,904,041 6,215,630 226.4
改革部門 … 5,978,070
株式会社・有限会社 … … 5,118,134 7,747,492 51.4
その他（宗教団体、学校等） 58,307,220 1,253,611 1,164,011 1,371,054 17.8
農耕共同体 8,669,465 1,473,026 1,775,089 1,469,518 -17.2
先住民共同体 639,106
（出所）INE（1955, 1967, 1981, 1998, 2007）より筆者作成。
（注）　１）総耕地面積は休耕地を含み，小分類の総和になっていない。
　　　２）1980年代は農牧業センサスを実施していない。

















1955年 1965年 1976年 1997年











1955年 1965年 1976年 1997年 2007年
家族 332,120 514,982 144,395




（出所）INE（1955, 1967, 1981, 1998, 2007）より筆者作成。
（注）家族以外の労働者には，インキリーノ，メディエロの両方を含む。
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第3章　チリ農業の経営形態の変化と労働生産性









総数 348,163 6,480 100
　第Ⅰ位 大規模 10,722 2,519 38.9 100,001 ―
　第Ⅱ位 中規模 23,168 914 14.1 25,001 100,000
　第Ⅲ位 小規模上位 83,585 1,013 15.6 5,001 25,000
　第Ⅳ位 小規模下位 74,018 716 11.0 2,401 5,000
　第Ⅴ位 零細 156,670 1,318 20.3 500 2,400





















全農林水産業 524 513 11 0 245 22 2 167 2 60 21 5 
　第Ⅰ位 56 41 5 0 0 3 0 21 0 24 8 0 
　第Ⅱ位 90 86 4 0 18 3 0 43 1 21 3 1 
　第Ⅲ位 113 112 1 0 40 5 1 53 1 9 3 1 
　第Ⅳ位 51 1 1 0 31 2 1 10 0 4 3 0 
　第Ⅴ位 214 214 0 0 156 9 0 40 0 2 4 3 
全産業企業 6,480 5,964 495 21 1,375 298 10 2,347 147 1,549 605 149 
（出所）INE（2019b）より筆者作成。



















グループ 割合（%） ファミリー企業 割合（%）
全農林水産業 524 59 25 233 44.5
　第Ⅰ位 56 21 37.5 25 44.6
　第Ⅱ位 90 21 23.3 50 55.6
　第Ⅲ位 113 9 8.0 53 46.9
　第Ⅳ位 51 3 5.9 24 47.1
　第Ⅴ位 214 5 2.3 81 37.9






























































































全農林水産業 5.1 4.8 1.5 6.9 0.5 0.1 19.0
　第Ⅰ位 37.6 36.1 12.5 50.9 3.6 0.4 141.2
　第Ⅱ位 3.2 2.8 0.5 3.6 0.5 0.1 10.8
　第Ⅲ位 1.2 1.0 0.2 1.6 0.2 0.0 4.2
　第Ⅳ位 0.7 0.7 0.1 1.2 0.1 0.0 2.9






ある（Rama and Wilkinson 2013）。同時に，企業の規模は研究開発や研修の実
施といった，人的資本形成の投資に明らかに正の相関がみられる。表3-7には，










合計 基礎研究 応用研究 開発研究 なし 内部 内外部 外部 不在
全農林水産業 524 137 50 37 50 424 30 29 26 13
第Ⅰ位 56 43 14 13 16 28 14 12 2 0
第Ⅱ位 90 35 11 9 15 65 9 13 3 0
第Ⅲ位 113 23 11 6 6 94 3 3 8 5
第Ⅳ位 51 10 4 4 2 45 0 1 3 2










経営 言語 技術/IT 生産性 その他 合計
全農林水産業 2.4 0.2 0.8 9.3 1.0 13.6
　第Ⅰ位 20.5 1.4 6.0 73.3 9.2 110.4
　第Ⅱ位 1.3 0.1 0.5 3.9 0.0 5.9
　第Ⅲ位 0.2 0.0 0.1 4.6 0.2 5.0
　第Ⅳ位 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 0.3
　第Ⅴ位 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2
（出所） INE（2019b）より筆者作成。
（注） 1）各規模別企業の実施合計人数を企業数で割って算出。
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